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試験期間の2008～2010年は、いずれも夏季高温

年であったが、ディスクロータリーによる深耕区

（耕深18㌢）では普通耕区（同８～10㌢）に比べ、

稈長
かんちょう

、穂長が長く、穂数が多く３％多収で、品位等

級は１ポイント上回った（表１）。穂揃期
ほぞろいき

に根を採

取し、根量を比較すると、深耕区では普通耕区に比

べて全体的にやや多く、下層にやや多く分布してい

ることがわかった（写真）。

深耕により全地区で深さ15㌢部分の土の硬さが

軟らかくなっていた。３カ年の現地試験の収量・品

質調査（表２）によると、深耕による収量・品質向

上効果は、排水の良い土壌で高かった。

このことは、次の調査結果から考えられた。深耕

区の３カ年の収量・品質が普通耕区を上回った４地

区（Ａグループ）、収量は同程度で品質が上回った

１地区（Ｂグループ）、収量は同程度で品質が同程

度～やや劣った２地区（Ｃグループ）に分類すると、

Ｃグループだけが次層（作土の下の深さが概ね15

～30㌢の層）でピリジル反応
　　※

が強く出る排水不良

田であった。

今後の方針

但馬米の高温化対策として、すでに晩植えや基肥

減肥、疎植栽培などが採用されており、品質維持に

一定の成果をあげている。さらなる高温の到来に備

え、各対策と深耕を組み合わせることにより、コシ

ヒカリの高品質を維持する。
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試験田の根の状態

表１　各区の生育・収量・品質（北部農技2008～2010年）

表２　現地試験の収量・品質と土壌の状態（2008～2010年）

※ほ場の排水性を大まかに判定するもので、試薬を土に塗り、
染まり具合の強弱で判定する。
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